
二次診療施設における
呼吸器科の概要

動物救急センター府中

呼吸器科 進藤允
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1 専門科目としての呼吸器科

施設間の連携

症例紹介

Questions & Answers

本日の流れ

呼吸器科の診療対象になり得る臓器

• 口腔

• 鼻腔

• 副鼻腔

• 鼻咽頭

• 口咽頭

• 喉頭咽頭

• 気管

• 気管支

• 軟気管支

• 肺胞

• 間質

• 縦郭

• 胸膜

• 心膜

• 肋骨

• 横隔膜

呼吸に関与し得る臓器は

極めて多い

呼吸器科の診療対象になり得る疾患群

• 呼吸器疾患

• 循環器疾患

• 腫瘍性疾患

• 感染性疾患

• 免疫学的疾患

• 口腔内疾患

（歯牙疾患）

• 血液疾患

• 内分泌疾患

• 神経疾患

• 筋疾患

• 消化器疾患

呼吸に関与し得る疾患は

多岐にわたる

異常呼吸
吸気努力
呼気努力
浅速呼吸…

吸気努力 浅速呼吸

呼気努力
一次検査
二次検査

•MDB作成

•動脈血液ガス
•X線透視検査
•CT撮影
•内視鏡

トリアージ
サルベージ

•内科治療
•外科手術

•人工呼吸管理

様々な
呼吸不全

•救急症例
•難治症例

•24時間管理

内科治療
外科手術

IVR

•主治医で治療
•当院で治療

呼吸不全動物
の受け入れ

治療方針
の決定

呼吸状態の
安定化

検査・診断

ERセンターとしての呼吸器科の役割



情報発信
未だ発展の遅い

呼吸器病学の知識・技術を

より広く普及させる

咳って
どう分類
するの？

人工呼吸管理
を実施すべき
状況とは？

鼻閉塞の
診断に必要な
検査は？

気管虚脱の
手術適応の
基準って？

ERセンターとしての呼吸器科の役割

呼吸異常患者の
再評価

•血液ガス
•X線透視検査
•CT検査

•内視鏡検査

導入治療プラン

の作成と実施

•内科治療
•外科治療
•集中治療

呼吸異常の
患者への
検査・投薬

•呼吸状態の評価
•内服処方

•レントゲン検査

効果判定と長期
プランの作成

•完治
•維持治療

•他科での再評価

二次施設での
追加検査

呼吸状態
の再評価

必要に応じた
治療の開始

主治医での
検査・治療

施設間の連携の重要性

65 %

25 %

10 %

100 %

施設間の連携の重要性

Emergency &
Critical Care

＋
Respiratory
Medicine

より多くの呼吸不全患者の救命を目指して…


